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とってもすてきなお 話をしてあ げるからね  
ずっと遠く， 小 ザルが一匹， ず う つと 遠く， ホ の上で遊んでいました・ ( そ 
こに 小 ガメが一匹， あ ， あ )/h 、 ザルが一匹， ホ の上で遊んでいたのですが ， さ 
びしくなったものですから ，浜に下りて 行って，岩の 上に乗っていました・ い 
ろいろな魚が 泳いでいるのを 見て，喜んで ， しばらく見ていました・ 
するとそこに ， 小 ガメが一匹あ がって来ました・ 「さあ さあ ， 僕についてお 
いで・遠く ( 海 ) 海の真ん中に ，海の真ん中を 治める神様がいる 所 ，神様の家が 
あ る所を見せてあ げるから， さあ ， 撲 と一緒 は ついておいで ， おいでⅠと言 
いました． 
「どうや って 君について行くの㍉とサルが 言いますと， 「そら， 僕の上にお 
座り．僕の上に 座れば，連れて 行ってあ げるよ・」とカメが 言いましたので ， そ
の上に乗って ，それからずうっと 行くと，海の 水の湧き出す 所があ って，そこ 
から入りますと ，きれいな砂浜があ って，そこに 行きますと，きれいな 神様の 
家があ って ， それから， 神様の家の所で ， 門口に行きますと ， ( そのサルは カ 
「ここで待ってて ! 」とカメが言って ，カメは，神様の 家の中に入って 行ってし 
まいました． 
サルはそのあ と，ずうっと 待っていました・ひと 何で帰る帰り 方もわからな 
いので，待っていますと ，クラゲが一匹，門の 所に立っていて ，そして，こう 
言いました． 「サル 君， 何をしに来たの ? 心臓をとられに 連れられて来たこと 
を，君は知っているのかい㍉と 言いました・サルはびっくりしました・ です 
から， クラゲは今度は ， 「ここの，神様のお 嬢様が ， ひとり 娘 なのだけれど ， 
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お具合いが悪くて ， ご 病気で，君の 心臓を食べなければ ，私の病気はよくなり 
ませんとおっし ゃ つて，君の心臓をとるために ，君は招かれて 来たんだよⅠと 
言いました   
サルはひどくびっくりしました・するとそこに ，カメが家から 出て来て ， 「 さ 
あ ，中に入ろう・」と 言いました・ 
けれどもサルは「あ あ 困ったなあ ! あ そこに，僕の 心臓を， ホ の上に干して 
あ ったのを，干しておいたのを ，忘れて 来 ちゃったなあ ・忘れて， ( ついて ) 連 
れられて来た・ とって来なくちやならないよ・」 と言いました・ すると， 「え 
っ ! 心臓を持たずに 来たんじやあ ， なんにもならないじやないか・」と ，カメは 
思いましたから ，サルを連れて ， 陸 へ戻って行きました・ 
それでまた岩の 上へ，そのサルはピョン と 飛び乗って，ずうっと 山の上まで 
のぼって行って ，一番高い山の 上までのぼって 行って，木登りして ， ホ の上に 
のぼって，遊んでいます・ 
小 ガメは待っていましたけれども ，サルはなかなか 下りて来ません・ とうと 
う，しかたがないものですから ，戻って行きました・それから ，「きっとあ の， 
しょうのないクラゲのやつが ，そうしゃべって 聞かせてしまって ，それで，逃 
げたいものだから ， 陸へ 帰りたがったんだな・」と 思いました・ それで， その 
クラゲは， 骨を全部抜かれてしまい ， 罰 として骨を全部引き 抜かれて， それ 
で，クラゲというものは ，骨がなくなったというわけです・ 
というお話です． 
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